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交替制労働システムにおける労働者の

余暇生活の構造

一一T製紙工場従業員家族の調査報告一一

関 手、
/仁r 耕

目次

はしがき

1. 生活時間構逃

2. 余暇時間とその内容

A 余暇時間の概観

はしがき

以下に示す小論は， 1962年7月20日(金入 21日〔土)，

22日〔日)の3臼開，北海道大学教育学部生活教育講康

龍山京教授を中心として，筆者および学生がおこなった

O製紙株式会社 T工場従業員 50家族〔いずれも社宅居

住)についておこなった余殺生活時間調査の結果の概要

Mである。

調査は，上記3日間および悶月 23日の計4日間，調査

員の訪問面接方式によって笑施された。

従来主j百時間競査は，かなり多くのものが発表され

ている。り しかし，いまだ，交録制が採用されている工

場に労働する労働者を，直接に対象としておこなわれた

生活時開調査は発表されていない。また，労働者の余椴

生活時間そのものの実態を調査したものもない。本調査

は，この2点をあきらかにする自的をもっておこなわれ

た。

なぜ， この2点を問題としたかについて，若手子ふれて

おこう。

技術革新の進展にともなって，交際制労働，それも 3交

持制による 24 されてくる。その絞

済的原凶はしばらくおさ， 3 会:~寺 ~tu労働の採用によって，

労働時間そのものは， 81l与!日liこ};u織され，いわゆる長時

間労働は姿を消すa したがって，労働時間の長さによっ

て，いわば{加者約に決定される限眠時間および余i絞時

間(本稿では，労働時間一通勤時間をふくむーとUtRfJF;

待問一就!末より起床までーとの合計を一日の生活時

間よりヲ I~ 、た残りをいう〕は，ほぼ合理的な長さをもつ

ことが可能となると推認目される 02) しかしながら，交替

総労働は， これを労働時間の位震をからみると， これまで

の通念、一一ー一部の産業をのぞいて一一ーとはいちじるしく
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B 余暇活動

C 附論:表の余椴生活

治 記

異なった結果を生む。すなわち，T工場についていえば，

6時より 14時， 14時より 22時，および22a寺より翌朝6
持の3交替制で 1吉正茎勤労働者CT工場では8持より 16

時)に比べて，かなりちがった時間に就労する労働者が

発生してくる。そのため，時間的な長さとしての余暇B寺

院は，通常の日勤労働者と変らなし、一一あるいはむしろ

長いが，その消費が，いちじるしく制限されてくると予

秘される。というのは，社会的慣習として労働はB中，

余暇活動は週日には夕刻より夜にかけて，休日には終

13，際限は夜間という生活のリズムが決まっているが，

このリズムに一致しない生活時間をもつものは，多少と

も社会的なブァシリィテーを利尽せねばならぬ余綴活動

の内容が，かなり限定を受けると考えられることによ

る。り もちろん，際限待問も，労働時間の絶対的長さに

よってのみ規定されるものではないが，労働時間の佼燈

の影響よりは，労働の質と設による当三塚的必要時間とし

て競定される側面が大きいといってよL、。この意味で，

余暇待問が，生活待問のうち，もっとも端的に，労働時

間制度の議長君事を受けていると恩われる。

およそ以上のような視f1Jに立って，われわれは，交際

制労働者の生活時間とくに余暇ノliti時間を関是去にした。

なお，このさい，労働者「家!語、Jすなわち家族持ち労

働者を調資対象に選定したのは，主a..-Fナ労働省の生活は，

11 'l往生活の場の不備と partnerの欠如から，いわゆる生

活の routmeがなく，生活という通念から逸脱する場合

が多いことと，そのことに由来する余椴活動の家族構成

長による規制一一一それはまた社会的滋紛の一つの形とも

いえようーーがないことの二つの理由による。

対象労働者の織種・綴|怨・年鈴などは，全従業員の特

徴を反映するよう，あるていとや調査者の怒~が加えられ

ていることを予め断っておく。
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(1) その紹介については，鍛稿「生活時織と余罪事問題J( r苧刊労働
法Ji'f! 47号所収)を参照されたい。

(2) ここでいう f合理j内jとは，労働生建学的にみて生活時間配分が

合法則的であることを蕊昧している。この点にかんする実認的研究

としては，箆山京「悶民生活の機組制作をみよ。 I労 i昼
(3) 鍛稿「余暇研究の課題Jr日本労働協会雑誌j第5C号参照

1 .生活時間構造

われわれの生活は，労働にともなうエネノレギーの支出

と，その損失を補模する体主主の中心である11泌氏と，それ

らにまつわるさまざまの行動とからなっている。いま，

この三つの分野を，時間の長さで‘~t~:したものを，今jjlj

時間構造とよんでおく o

以下.T工場の労働者家族の生活時間構造を，余自限生

活の分析に立入る前提として概観しておこう。

第1表は，調査がおこなわれた3日間の労働者および

その妾の生活時間りを 3大別して示したものである。

表 1 生活時間構造 (分〕

経 自民 労 霊訪 余 眼2

労 2013 501.7 (348%) 509.8 (35.4%) 428.5 (29.8%) 

働 21日 530.2 (36.8 ) 496.4 (34.5 ) 413.4 (28.7 ) 

者 22日 501. 7 (3止8 ) 269.1 (18.7 ) 669.2 (46.5 ) 

20臼 452.4 (31.4 ) 491. 4 (34.1 496.2 (34.5 ) 

苦言 21日 488.4 (33.9 ) 472.5 (32.8 479.1 (33.3 ) 

22日 488.3 (33.9 ) 434.7 (30.4 517.0 (35.7 ) 

(注) 本草帯主主における姿は，
ここにし、ラ労働とl主，

ずれもrmじ。

この表より看取されることは，つぎのとおりである。第

一に，労働者は，労働時間の多少にかかわらず，阪眠時

間がiまぽ一定していること，いし、かえれば，労働待問と

余暇待問との間に相互規定作用があるように恩われるこ

とであり，第二に，姿の生活時間の構造は，夫のそれよ

りも，はるかに安定した形をもっていることである。こ

のことは.T工場内に存在する二つの労働待問制度であ

る常昼勤と交替制に労働者を分類してみた第2表につい

てもまったく向様である。り この点について，本調査と

比較しうる最近の労働科学研究所藤本武氏らの機械産業

労働者の調交結糸町(以下「労研調査」と略称〕とは，か

なり特徴的な差異をもっている。すなわち，本調査では

王子日と休日とのあいだに，労働者の陵際時間にあまり大

きな変動がみられないことである。ひとことでいえば，

労働者の睡眠時間は，きわめて安定的な伎を示している

のである。第3表は，労研調査と，ヌド調交の休日分につ

いて示したものである。

表 2 労働待問制度別生活時間構造 〔分〉

働

交

悼

官

有

466.9 (32.4 

H 21FI 

5劫 2213 

2詰

交 20日

鋒

品サ 22日 466.2(32.4 

(i:l:) 第 1ま受注をみよ。

表 3 労研調査による生活時間構造 (分〉

需産 阪|労 働 j 余 時間

労|鈎 !f 日 lU9 価税~I蹴 (47.3箔)im 山紛
研棋休日 633 (44.0 ) j I 797 (56.0 ) 

調 l ， ~… j 454 (31.5 ) 601 (41. 8 ) 5日5 (21.7 ) 

572 (39.7 ) 413 (?8.7 ) 455 (31. 6 ) 

T 518 (36.0 ) 。 922 (64.0 ) 
二E

士号
593 (41. 2 ) 847 (58.8 ) 

(注) 主将1表i:l:をみよ。

かつて，官官llJ京氏は，京浜工業地，治労働者の生活時間

構造を認ヨをされ，第4表のような結果をえられた。この

ことから，氏は生活時間の配分法則をつぎのとおり規定

される。「第一に労働時間を支出し，第二にこの労働時間

表 4 生活時間配分の現状

労働時隠と在重量支持際の相関係数

労働時間と余11段i待織との相関係数

余瞬時間と畷日民時間との粉関係数

〈浅) 書霊山，吉u号善幸， 12司ページ
の大小に対応して相反約に余畷時間が支出せられ，第三

に，この余fi侵待問の大小に相反的に腿限が決まるのであ

る」りわれわれは，この方法を受けて，第5表にみる計

算結果をえた。そこで，今回の調査対象となった労働者

の生活時間配分法則は，つぎのように要約できょう。第

一に，日延1民i時間はほぼ一定の大さきをもって支出され，

第二に，労働時間が支出され，第三に，その労働時間の

大小に対応しておお反約に，余椴時間が決定される，と。
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表 5 労働者の生活待問の紹玄関連

労働時間と懐紙時間の相関係数

労働時間と余蝦待問の相関係数

余日夜持陪jと緩龍王時間の柏隠係数

もちろん，労働時間の支出は，労働者の添意によって

決定できるものではない。したがって，生活時間配分

は，事実としては，労働時間が支出され，残った時間か

ら，一定時間の睡眠時間が控除され，残余が余自良時間に

なっているという関係である。

とまれ，労働時間が，交替制の採用にともなって綬縮

されてくると，阪眠時間は，ほぼ恒常的な大きさを示す

Iこいたり，余綴時間が，むしろ第三次的な順位で決定さ

れるかにみえるようになることは，注目に値するといえ

よう。余暇時間が，第三次的に決定されるかにみえると

いったのは，いうまでもなく，余暇時間もその最低限界

をもつものであり，決して， 1援際時間と労働待問の残余

部分ではないからである。このことは，さきの篠山氏の

捕かれたシL ーマから，ただちに肴取しうるところであ

ろう。

労研調査は，箆山氏の 1943年調変と，われわれの調査

との過渡期にあるものと考えてよいであろう。

労働時間が，一日に，また一週あるいは一カ月に，何

時間になったら，生活時間にかかる変化が発生するかと

いう転換点を求めることは，生活証寺間研究の重要な課題

であるが，ヨド報告の十字を走塁えるので，論述は5J1j稿にゆず

りたい。

-jj，姿の生活時間構造も，かなりたかい安定度を示

していた。その態A由は，犬である労働者の場合から類推

すれば，家事労働の軽減にあるということができるであ

ろう。過度に一長い労働時聞が，磁眠時間を削減するよう

に，家事労働の過度の負担は，家事労働担当者の隠眠時

間をも，また余司段時簡をども任縮することは，すでにあき

らかにされている。的家事労働を軽減した要因はなにか。

それには，さまざまのものが考えられる。家族員の大き

さ，家族員の性，年齢構成，収入，生活様式，家族員の

健~，生活上の科俊などにより，家事労働のí[と設は大

きく仮定を受けるからである。しかし，この点は，今羽

の調査では一切翁略した。

(1) 生活時間1の祭主fにitj，、られる 1自の単f立は， (イ)午前oH~ より午
後121時までのお時間， (口)おJ1ミより翌朝(あるL、l主，つまの)起

床までの時間の二つがある。本調査では，交番幸1UlJにともなっと起床

やまtIほの位夜が不規員百なため，蔚者の方法によった。

(2) つまに示す 4~是も，この点にういては，ほとんど澄~~をもたな
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第5表年齢別にみた労働者の生活時間縫造 (分〉

騒 際 ラ7 働 余 日臨

34 20日 512 (33.6) 441 (30.6) 487 (33.8) I 
長誼

以
211'1 537 (37.3) 488 (33.9) 415 (28.8) 

下 22臼 512 (35.6) 379 (26.3) 549 (38.1) 

5綴5 20日 503 (34.9) 564 (39.2) 373 (36.9) 

2113 537 (37.3) 536 (37.2) 367 (25.4) 

4議5 
2213 491 (34.1) 202 (14.0) 747 (51.9) 

46 20f1 503 (34.9) 515 (35.7) 422 (29.4) 

点主
21日 505 (35.1) 454 (31.5) 482 (33.4) 

以

上 22日 500 (34.7) 237 (16.5) 714 (48.8) 

第n若年齢別にみた労働者の姿の生活時間構造 (分)

緩 盟主

29 2013 447 (31. 0) 464 (32.7) I 528 (36.8) 

議
21日 518 (36.0) 467 (32.4) 455 (31.6) 

Jd. 

下 22日 475 (33.0) 412 (28.6) 553 (38.4) 

五産量日
2013 474 (32.9) 491 (34.1) 475 (33.0) 

21日 486 (33.7) 493 (34.2) 461 (32.1) 

4実業口
22日 488 (33.9) 468 (32.5) 484 (33.6) 

40 20日 433 (30.1) 517 (35.9) 490 (34.0) 

産量
2113 462 (32.1) 455 (31. 6) 523 (36.3) 

品t

上 2213 499 (34.7) 427 (29.7) 514 (35.6) 

費寄8表 ぐ戸経別にみた労鰯者の生活時間島幸巡 〈分〕

隠 日民 ヲf 働 余 在校

，叱f:会 20日 472‘2 (32.8) 609.3 (42苔) 358.5 (24.9) 

卒 2113 545.0 (37.8) 506.4 (35.2) 388.6 (27.0) 

者 22日 485.0 (33.7) 138.6 ( 9.6) 816.4 (56.7) 

非 20日 507.1 (35.2) 491. 4 (34.1) 441. 4 (30.7) 

'苧
21日 513.1 (35.6) 520.0 (ヨ6.1) 406.9 (28.3) 

2手

手f 22日 504.9 (35.1) 2百五日 (20.4) 制1.3(44.5) 

第9'1史夫J)学際別にみた労働者の霊的生活時間議4!f分〉

余綴

学 2日日 450.0 (31.2) r 469.3 (32.6) 520.7 (36.2) 

2事 21日 519.3 (36.1) 471. 4 (32.7) 449.3 (31.2) 

者 2213 464.3 (32.2) 398.6 (27.7) 590.0 (40.1) 

JF 20日 452.8 (31. 4) 495.4 (34.4) 491. 8 (34.2) 

と主
21日 482.8 (33.5) 472.7 (32.8) 484.5 (33.7) 

2手
者 22日 492.6 (34.2) 443.7 (30.8) 503.7 (35.0) 

(3) 藤本主主・下山E喜雄・王接関怒江「絞近における労働者の生活時問機

巡J(労働科学究成所「労働科学J第 38巻第5母~告書8号 1962)
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このかぎりでは，労働待問制度の差すなわち常昼勤も，

交務総も労働者の余暇時間の配分に，大差はみられな

い。この点を年齢別にみると，第 11表のようになる。こ

こでも. 35 歳~45 歳の労働者が. 22日〈臼〉に，外出余

椴時間を他に比べて多く支出していること一…子供とい

っしょに外出することが考えられるーーを除けば，やは

り，成会:余根時間が大半を占めている。

しかし，学歴別にみると，学卒者(中等教育以上修了

者)と非学卒者(義務教育修了者〉との悶には，ややみ

るべき援があるように思われる。第 12表は，学卒者が

非学卒者に比べて，居宅余暇i時間がやや匁かく，外出

余暇時間がやや.f~l 、という，両者の逆相関を示してい

(4) 蓄基LlJ，前得議 128-29ヘージ

(5) 氏E去五三治郎 f女子労働哲生活の時間的構造j (大河内一労編 f戦

後社会の実態分針J(1950)所収)をみよ

2.余暇時間とその内容

A 余暇時間の概観

われわれのいう余綴時間には，いわゆる生E型的生活時

間(食事・入浴・身の廻り・休，息など〕と，家庭を維持

してゆくための雑用(たとえば，庭の手入れ，家庭・家

共の修理など1のための必要時間，教主主・娯楽・交際-

E寺間(おのおの活，{;と外出のBせがある)をすべてふくん

でし、る。そこで，これらを別々に取出して集計してみる

と，第 10炎のようになる"この炎から，つぎのことが石

家10 労働時間制度別にみた労働訴の余暇時間(分)

交 I201'1 

'i')理的時間i

n
d
n
o
 

初

旬

γ
e
n
d
 

あ

ω

1

1

 

円

口

口

μ

口
M

m
m心
的

μ

お

昼

勤

替 I21日

制 I22日

取される。第一に，労働者は，余暇待問の大半を家庭で

すごしている。 22日(臼〉に，外出時間がやや長いが，

それで、も，その他の臼の約2倍ていどであり，意外に少

ない。第二に，家庭の雑用は，消費生活が向上するにつ

れて，しだし、に多くなり，他の余程度活動とおなじような

満足度をもっ non-workobligationりとなるといわれ

ているにもかかわらず，本調査では，家庭雑用時間が，

きわめて短かい。第三に，その結果として，余暇待問は

そのほとんどが，家庭内での教義・娯楽に用いられてい

る。

表11 年齢別にみた労働者の余暇時間 (分)

るJ

表12 f"j:際5J1jにみ、た労働itの余暇I}，'j問 (分)

学 I2011 88.5(24，7) 

60.7(16，1) 

355，1(43.5) 

口
μ

口
M

口
μ

初

創

的

μ

非

学

卒

者

学歴義とは，さらにし、えば，社会階層差である。学卒

者と非学卒者とは，それぞれ，ただちにホワイト・カラ

ーとブツレー・カラーとに対応するものではなく，むしろ

次第にこの差は資本主義の進筏とともに消失しつつある

かに現象している。しかし，表見上の類似性にもかかわ

らず，わが留の笠金制度およびその基礎にある企業の管

理秩序が，いまなお，学療に;重点をおくものである以

上，学卒者と非学卒者は，おのずから別個の社会嫡閣を

形成してくる。経済生活を中心として，呉なった社会的

生活慣習をもつものが，社会階層であるかぎり，社会階

}殺の主主は，余暇生活にもとうぜん反映してくる。だが，

この点、は，本;報告の主題から多少はなれるものであり，

これ以上の終調nには'/1.入らない。ただ，交;慾制労働と常
盛勤労働の的制度のおこなわれてし、るTに場で，きと符iI到

にはJlo学卒者が，合ft整J)には学卒者が多くいる霊長尖を，

そのままに調子主結果に反映させないように，本調査は繍

;自;していることを千iバしておきたい。

さて，交務制のもつ余暇生j汚iJ::の故大の特徴は，これ

までの社会通念とは災なった時間に就労することである

とともに，一般社会の休日(日憾ないし祝日)と，交替

制労働者の休日とが一致しない問題であろう。余域生活

には，なんらかの社会的施設を利用するものが多い。し

たがって，かかる社会的施設の提供がない日に休日があ
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たった労働者は，その余I絞生活を，大はばに制限されざ 家庭雑用時間をほとんどもたないことがlii=lされる。ざ

るをえない。その結泉は，第 13表のとおりである。 きほどのべたとおり，家庭雑用が，次第に，単なる家事

事長13 労働持続制度別にみた労働者の休臼の 分担から，いわゆる余暇活動に類似してくるにつれて，

余暇待問 〔分) 社会全般の休日ではない休臼に，家庭雑用合処理するこ

一一一一一ーで とが，社会的施設の使，不便ではなく，偶人の心理的な

この表は，労働時間制度の差にともなう労働者の余暇

時間配分の援を，きわめて特徴的に示しているといって

よい。すなわち，第一に，常昼勤労働者は，居宅余E夜時

間よりも，むしろ，外出余綴時間が長くなっている。こ

れは，かれらの休悶と一般社会の休日とが一致している

場合が多いからであろう。これに反して，第二に，交替

告IJ労働者は，外出余暇時間よりも，厨宅余暇時間が長

い。腹自はいうまでもなく，常主主勤労働者の逆である

と考えられる。第三に，同じ理Eおからと思考されるが，

交務制労働者は，生理的生活時間に，かなりの時間をさ

いているC これは，外出余綬時間の短縮分をど，休息、およ

びi時間的に余裕をもった食事などに振かえていることを

認すものである。第四に，このように，休日の余暇のほと

んどすべてを家庭ですごさねばならぬ交替制労働者が，

問題として， ~底抗を受けてくるとも考えられる。しかし

この点は，詳らかではなし、。

(1) Nels Anderson， Work and Leisure， 1961.をみよ。かれ

は.non-work obligationを，報械をラるためにおこなうもの

ではないが，さればとて，まったく自分の自由な撲択によってたの

しみにおこなうものでもないとして，これを狭義の余暇活動(iei同

sure-time activity)から除いているが，しかし，余阪活動とき

わめて籾似した満足感を与えているものといってLる。

B 余綴活動

前項で，われわれは，労働者の余暇時間配分が，総体

としてみると，常昼勤労働者も交替制労働者も，大差は

ないが，休日をとってみると，両者には，かなりの義奥

があることをみた。

本項では，この点について，余暇活動の内容に即しつ

つ分析を進めてゆきたい。われわれは，余暇活動の内容

項尽一ーを，さきの問つの時間区分について，さら

表14 労働時間制度別にみた労働者の余椴時間〔小分類〉

'At 主主 車』 サx、a 害事 器日

20S 21日 22日 2日日 21日 22日

分 5記 分 ヨ，1 分 % 分 5話 分j %1 分 5ぢ

食 54.2 12.1 56.3 15.8 76.1 9.9 50.9 12.5 68.0 14.5 63.6 11.5 

人 浴 11. 7 2.6 12.0 3.4 15.7 2.1 1.4 0.3 9.3 2.0 3.8 0.7 

休 ，Cμi 、 69.8 15.6 40.9 11.4 58.6 7.6 76.5 18.8 62.3 13.3 74.3 13.4 

家事手伝 16.3 3.7 1.7 0.5 12.2 1.6 11.4 2.8 12.0 2.6 1.5 0.3 

家庭雑用 10臼 2.2 10.4 3.0 31.1 4.0 3.3 0.8 10.8 2.3 8.6 1.6 

テ レ ピ 147.7 32.9 103.0 28.5 168.0 21.7 81.9 70.2 129.0 27.6 103.6 18.7 

ラ ジ オ 9.1 2.6 6.4 1.6 7.5 1.6 

事奇 存在 16.3 3.7 22.8 6.5 23.3 3.0 20.0 4.自 24.5 5.2 25.5 4.6 

μ叫Oじ 7警 7.9 1.8 5.0 1.4 8.1 1.0 2.9 0.7 4.5 1.0 19.8 3.6 

選色 1床 6.3 1.4 15.0 4.3 38.8 5.0 9.1 2.2 21.0 4.5 20.5 3.7 

だんらん 18.5 4.1 7.7 2.2 19.6 2.5 48.3 11.9 9.8 2.1 20.7 3.7 

その他磁セ 17.5 3.9 13.7 3.9 29.8 3.9 21.9 5.4 27.5 5剛司 27.6 5.0 

映 調 17.7 3.9 10.4 3.0 3.3 0.4 30.0 5.4 

パチ y コ 21. 7 6.0 9.6 1.0 29.3 7.2 19.5 4.2 

スポーツ 12.5 2.8 7.8 2.2 140.8 18.2 7.3 1.6 61.8 11.3 

交際・ :;}j fbl 17.2 3.9 13.1 3.7 56.6 7.3 25.5 6.3 13.0 2.8 63.6 11.5 

労働組合 10.8 2.4 1.7 0.5 5.2 。.6 17.8 4.4 18.0 3.9 9.5 1.7 

P T A 8.8 2.0 28.6 3.7 4.3 0.8 

その他外出 10.9 3.1 48.6 6.3 23.5 5.0 17.1 3.1 

d-r 100.0 366.5 10日.0 773.5 100.0 468.3 1む0.0
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に細分して， F浦炎をえた。 まず，調主主した3臼間につい なかった。ただ，常尽勤労働がこれまでの通常の労働時

て，常尽効・交お初UJJりに，労働者の余椴活動をみてゆこ 期制度の抱であったとするならば，交替#lIJ労働は，それ

うo Ef} 14表がそれである。 からの係佑であり，それにともなって，交務制労働者の

第一に，生理的時間。このうち特に顕著な項目は，入 余椴活動も，ある形態変化を余儀なくされたものとみて

浴である。常主主勤労働者に比べて，交替制労働者の入浴 よいであろう。

時間は，いちじるしく短かい。これは，平日でも，交替 この形態変化が，もっとも筏端にあらわれるのは，余

制労働者は，就労時間が変則的であるため，浴場の営業 日!夏時間配分にもっとも大きい格差のみられた休日であ

時期や家族の入浴時間と一致させることの図難なことに る。第 15表は，常持動・交務制別に労働者の休日の余暇

よると思われる。したがって，それだけ，休息時間が延 活動をみたものであるc

長される結采となる。 事長15 労働時澗制度別にみた労働考の休臼の

第二に，家庭雑用時間。全般的に，交持ihIJ労働者ーのほ 余日夜時間〔小分類)

うがやや絞かい。

第三に，居宅余暇待問。このうち大半を占めるのは，テ

レピであるが，これは，常主主勤労働者のほうがやや長い。

かれらが，テレピの答品目編成の前提となっている余限時

期況程と合致した生活苦ピおくっているためであろう。し

かし，より大きな差異は， iだんらんJ(家庭回終〕およ

び雑項目の居宅である。すなわち，交務制労働者は，こ

れらの項目がより潟いウニイトを居宅余暇時間で占めて

いる。これらの項目は，その他のはっきりした自的をも

った行為ないし活動と対比すると，思的の莫とした賠宅

状態ともいえるものであり，極言すれば， i無為Jと相

似であるともいってよい。このように，目的の判然とし

ない家庭での余椴活動がおこなわれている理由はすでに

くりかえしたとおり，労働時間の，したがって，その対

綴をなす余自民時間の佼授の不規則投によるものといって

よいであろう。

第四に，外出余日段待問。このうち，映画およびパチγ

コに代表される居宅外でおこなわれるが，その性i'f上，

受動的といってよい余暇活動は，交幸子制労働者により多

い。これにたいして，スポーツという能動的な活動は，

常主主勤労働者のほうが多L、。労働組合にかんする活動

は，交替昔話労働者がより多くおこなっている。これは，

PTA参加活動の少なさを，同じ non除workobligation 

である労働組合活動で補填しようとするものか，あるい

は，さきにあげたスポーツのごとき能動的活動の代静物

であるのかは，はっきりしなし、。この点は，余椴活動の

生活においてもつ意味ないし余暇活動の本廷の問題とし

て，別途に追求されねばならぬ課題であろう。

以上を総括すれば，調査した3日間にわたり，すべて

常昼勤・交替i憾の別にしたがい，労働者の余畷活動は，

かなりの議異をもってmわれており，しかも，その傾向
は，しばしば逆の関係を示しているといってよし、。それ

ら二つのものを，どのように評価するかは，ヌド報告の任

務でもなしまた，このことにかんする調査もおこなわ

行? f主 Eヨl 交 +ヰ 百司

休 日 休 日

分l % 分 % 

T? 85.5 9.3 109.0 12.9 

入 シ 18骨8 2.0 21.0 2.5 

休 山n 77.3 7.8 87.0 仏呂

手 {;2 16.5 1.81 

新日! 329 3.6 10.0 1.2 

プ レ ピ 179.9 19.5 198.0 23.4 

ラ ジ オ

新 r，n 28.6 ヨ‘1 6.0 0.7 

2害 7.4 。“自 6.0 0.7 

越え ~I， 45.8 5.0 60.0 7.1 

だ ん ら ん 25.3 2.7 83.0 9.8 

その他ぱ宅 30.0 3.3 42.0 5.0 

s*: 前可 4.4 0.5 

ノミ チ ン 土2 63.0 7.4 

ニス ，ド ア 18自.0 20.5 

交際.，;Jj nu 69.1 7.5 

労古車j 組合 7.1 0.8 72.0 8ゐ5

P T A 38.8 4.2 

その f也外出 65.8 7.1 90.0 10.6 

J十 日22.0 1自0.0 呂47.0 100.0 

この表は，いま検討した労働待問制度別の労働者の余

暇活動の差異が，よりはっきりと析出していることな明

示している。すなわち，川交君事昔話労働者のより長い時間

をかけた食事・入浴・休息。岡常盤劾労働者の家事手

伝，家庭雑用にかけるi時間のより長いことoドオテレビを

ふくみ趣味，だんらんのための時間の交替制労働者のよ

り長いこと。 iニ)パチンコは交務総労働者に多い。(ホ)スポ

ーツは，常主主勤労働者では主な余暇活動といえる鳩位に

あるが，交幸子制労働者では皆無。トi交際・訪問は，前者

にあって，後者にない。{ト)労働総合活動は，交努似j労働

者の休日余暇活動で，かなりのウエイトをもっている

が， PTA参加活動はをま然。常昼勤労働者にとっては，
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署長17 学際翌日にみた労働者の余暇時間〔小分類〕

正f ト 卒 者 ユド C戸 卒 ニすヨP己

20 日 21 臼 22 臼 20 日 21 S 22 S 
分 % 分 手記 分 % 分1 予百i 分 5主 分i % 

食 本 40ρ7 11.4 68.6 17.6 77 .1 9.5 ち6.3 12.4 60.5 14.5 68.6 10.6 

，九 浴 11. 4 3.2 13.6 3.5 8.6 1.0 6.2 1.4 10.2 2.4 10.3 1.6 

休 XJ 61.4 17.2 48.6 12.6 75.0 9.2 77.2 16.8 51.3 12.3 64.5 9.9 

手伝 一 15.8 3.6 7.8 1.9 8.7 1.3 

f.迂 雑用 34.3 9.6 11.4 3.0 7.2 1.0 1.8 0.4 10.4 2.5 19.2 3.0 

テ V ピ 75.日 21. 4 55.6 14.4 124.4 15.2 124.5 28.3 123.2 29.5 129.4 20.0 

ラ 乙ク オ 25.6 6.6 3.7 0.8 5.0 1.2 

菊I 間 … 15.6 4.0 32.1 4.0 21.3 4.8 25.2 6.0 20.2 3.1 

一ゆ寸恰G 一 10.7 2.8 53.6 6.7 6.6 1.5 苦.6 0.9 6.1 1.0 

出主 吋「、 25.7 7.2 36.3 4.4 5.3 1.1 21.3 5.1 29.4 4.6 

だん ら ん 4.3 1.2 30.0 7.7 29.3 3.6 38.7 8.6 4.6 1.1 18.4 2.9 

その f由 11;宅 17.1 4.8 47.1 12.2 17.1 2.1 19.1 4.5 14.8 3.6 31.0 4.6 

i峡 i磁 34.3 8.8 11.2 2.5 19.1 3.0 

ノミ チ シ コ 16.2 3.7 24.7 5.9 6.0 1.0 

ス ポ ツ 21. 4 5.9 17.1 4.9 183.5 22.6 4，1 0.9 5.7 1.4 1日6.2 16.6 

交際・必 i潟 9.3 2.4 14.五 1.8 24.8 5.6 13.8 3.3 68.7 10.5 

労働 組合 37.1 10.4 9.9 2.2 11.1 2.7 8.7 し4

P T A 五日.0 8.4 94.3 11.5 2.4 0.4 

その他外出 63.0 7.0 20.0 4.8 32.8 5.1 

358.6 100.0 388.6 1日).0 816.4 100‘臼 441.4 100.0 406.9 100.0 641.3 100.0 
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まったく逆の関係が成立している。

なお，年齢別および学~'ijl]にみた労働者の余暇活動の

内容を示したものを前頁にかかげておしこれらの表か

らは，学日差別のものにやや特徴がみられるが，しかし，

それも，労働時間制度別ほどに，いちじるしいものでは

ない。詳細について触れることはさけておく。

C 附論:萎の余暇生活

以上に，われわれは，交替制J下における労働者の余畷

生活について分折してきた。そこでえられた特徴が，労

働者家族の生活にどのように影響を与えているか，これ

が本項の焦点、である。家族全体の分折は，小稿で巣しえ

ないため，労働者本人ともっとも生活上密接な地位にあ

る姿の余暇生活をみることにした。

つぎに示す三表は，安の余椴時間配分さと，チミの労働時

間制度，姿の年齢，ョたの学際の各別に集計したものであ

る。これらは，いずれも，きわだった芳三呉をもっていな

い。妥の余n渓時間の配分は，夫である労働者の場合と同

じく，単なる時間の長さとしてみれば，どのような属性

L 決定的な彩手撃をもってはいないといってよい。

表18 夫の労働時間制度別にみた労働者の

姿の余暇時間 (分)

事長19 年齢別にみた労働者の姿の余暇時間 〔分)

生理的特苅

29 20日

歳
21日

以

下 228 

5長室B 20日
111. 4(23. 4) 269.7(56.7) 93.9(19.8) 

21日 148.4(32.4) 269.9(58.7) 42.3( 9.2) 
40 
五霊 22日 122.5(34.3) 195.7(39.5) 175.3(35.3) 

41 20日 125.4(25.5) 329.0(67.1) 35.7( 7.3) 

議
21日 133.7(25.6) 271.8(50.7) 101. 4(22.4) 

以

上 22日 137‘2(26.6) 322.6(62.8) 51.4( 9.9) 

(i主)第18表i宝をみよ。

事長20 夫の学歴別にみた労働者の妥の余椴時間(分〕

，，;:: I 20悶

卒 I21日

持 I22日

ゴド I 2日日

Zi21日

7i I 22日

(i主〕策 18i主交をみよ。

つぎに，余暇活動の内容を，さきの三つの別にしたが

って，みてみよう。以下にかかげる三表は，その詳縦で

ある。

これらを通観して，気のつく点があるo それは，犬で

ある労働者の場合には，交替告IJが?吉良勤かという労働時

間信IJ皮の'ijljが，余暇活動の側々の項目について，きわめ

て主要な決定問子であった。しかし，姿の場合では，夫

の労働時間制度は，わずかに，読書・}lAr床といった夫の

関守中一一しかも日中一一おこなわれるもの，および

PTA活動(これも，性質は似ているか〕について，交

君子詰Ij労働者の姿のほうが，やや不活発であるという結果

をもたらしているにすぎない。むしろ，年齢別にみた余

暇活動の差奨が，ヨ主の場合にはより大きいσすなわち，

趣味は，年齢層のすすむにつれてさかんであり，だんら

んは，潟・安全子!替に多く， PTA参加活動は， 30 歳~40

歳のものがピークを示している O また，交際・訪認は若

年府ほどさかんとなっている。

これらの差爽は，そのほとんどが，委が家事労働の担

当者であることに由来していると考えてよいであろう。

すなわち， 29歳以下の活年隠は，まだ，育児労働を負担

していないか，ないし比較的かるいものが多しまた，

高かい年齢層のものも，家事労働負担は，中間の!持に比

べれば，大分軽いといってよL、。したがって， うえにみ

たような差異が生ずるものといえよう。たとえば，だん

らんは，家事に追われるや年!替は少なく，交際・訪問

は，より身軽るい若年!穏に多いし，学笈・生徒をもっ中

年層の妥は， RTA集会に多忙となるというごときであ

る。

もちろん，生活時間の流れでみれば，夫である労働者

の労I1FIJ時間制度'ijl]による生活時間構造の変動が，その妥

の生活時間とくに余椴時間に影簿をおよぼしていること

は，いうまでもなし、。しかし，それよりも，むしろ，安

の余暇待問は，三菱の本来的任務である家事労働によって

規制される通が，より強いことが，調査の結果判明し

た。
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交替#iU労働システムにおける労働者の余暇生活の檎主主

表21 炎の労働時間制度5JJjにみた労働者の言語の余暇時間付、分類)

iお 主主 ゴ功 3ど 替 首j

20 臼
2分1 日 96 2分 弱

20 13 21 日 22 日
分 % 分 % 分 F百 分 空語

食 efヰ 78.4 16.2 75.4 15.1 79.6 15.6 77町6 15.2 81.4 18.0 70.7 13.7 

入 浴 13.9 2.9 29.8 6.0 30.8 5.9 16.3 3.2 29.呂 5.5 16.8 3.3 

休 ，(;よ 14.3 3.4 30.0 6.0 22.7 5.3 32.3 日‘5 25.9 5.7 26.6 5.2 

;j( 民主 維 jjj 3.8 0.8 6.7 1.3 6.4 1.3 1.6 0.4 

ア レ 172.5 35.8 113.8 22.7 108.9 20.9 177 .1 34.7 155.5 34.2 131.0 25.6 

ラ ジ オ 1.4 0.3 

事? tm 9.4 1.4 18.7 3.7 15.8 3.0 22.2 4.3 9.3 2.2 23.4 4.6 

17.9 3.7 23.1 4.6 27.宮 5.4 5.7 1.1 10.9 2.4 6.1 1.2 

TG 'H' 16.4 3.4 32.1 6.4 54.3 10.4 1.4 0.3 7‘5 1.6 5.0 0.9 

t3. ん らん 86.2 17.7 64‘4 12.9 59.3 11. 4 76.6 15.日 56.1 12.2 43.7 8.5 

その f也 Jr!i 宅 15.6 苦2 10.0 2.0 i 9.4 1.8 15.7 3.1 23.4 5.2 17.1 3.3 

11'央 出 10.8 2.1 19.6 3.9 13.6 2.5 10.9 2.1 

ノミ チ ン 二2 一
ス ポ ヅ 5.0 1.0 15.8 五.1 2.1 1.4 一 15.9 5‘1 

交際・訪問 25.8 5.2 23.3 4.5 22.2 4.3 30.9 6.8 80.0 15.6 

P T A 36.2 7.5 24.4 5.0 55.0 10.7 24.5 4.8 5.5 1.2 27.7 5.4 

その他外出 1.9 0.4 17.9 3.6 15.8 3.0 20.9 4.1 20.2 4.5 39.9 7.8 

d十 482.9 100.0 501.3 100.口 521.0 1日日‘。 510.7 100.0 455‘G 100.0 512.7 100.0 

表22 年令別にみた労働者の棄の余暇時間〔小分類〕

29 綴 以 T 3 0成-40 議 41 点詰 以 上

食 之荘 76.8 14.5 

入 お 13.2 2.5 33.9 寸 40!ぺ441寸 75|ぺ501M2 民 71 4.21 2 
休 4む 21.7 4.0 13.9 3.11 31.11 5.61 10.01 2.11 35.91 7圃81 13.81 2.81 38.7 

3.1 2.5 0.6 

テレビ 170.日 32.1 126.1 27.81 135.01 24.21 211.01 43.11128.51 2"1.91 94.剖 19.01211.0 

ラジオ 2.1 0.4 

新 E詰 16.4 3.4 

25115j11M111115j  
nフE 書 17.1 3.3 23.61 5.21 18.2¥ 3.31 6.71 1.4¥ 16.4¥ 3.61 26.51 5.31 6.71 1.4， 13.口 2.51 6.71 1.3 

総 移!と 2.1 0.4 5:122J421J150 

だんらん 102.1 19.4 

その f也泌宅 23.2 4.4 

日央 主題 21. 4 4.1 

パチンコ

スポーツ

1;::(斗ぷ ;:;l:::;:::|5;::l1:;|
ゴペ 2171 4 

交際・訪問 19.6 3.7 35.41 6.81 13.41 2.6 

P T A 

その他外出 125.01 4.71 32.21 7.11 44.31 8.01 2:71 0.61 2.61 0.61 9.71 2.01 8.01 1.61 25.31 4.91 30.71 5.9 

d十
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表23 夫の学歴別にみた労働者の妥の余暇時間(小分類)

学 卒 者

20 日 2 白 22 日
分 96 分 5記 分j

食 主主手 74.3 14.3 83.6 18.6 85.6 

入 浴 5.0 1.0 18.6 4.1 20.7 

体 .¥J 12.1 2.3 37.9 8.4 18.6 

言ま 底 線刻 } 5.6 

;T V ピ 149.3 28.7 55.0 12.2 75.0 

ヲ ジ オ 一
新 関 15.0 2.9 23.6 5.3 7.1 

pJC 4.3 0.8 67.9 15.1 33.6 

広聖 31. 4 6.0 33.6 7.5 82.9 

だ ん ら ん 141.4 27.2 30.0 6.7 28.6 

その他紙宅 18.6 3.6 2.9 

車九 基副 一 一 34.3 7.7 

ノミ チ ン コ

ス ポ 、y 17.1 3.3 20.0 4.5 22.9 

交際・訪問 13.3 2.9 27.1 

P T A 28.6 5.5 126.6 

その他外出 22.1 4.3 32.1 7.2 55.6 

計 520.7 肌自I4相 31 100.0 

家事労働の質とf設が，いかにこの規制の要因として作

用するかは，今後の議題の一つである。

(追記本調主主の集計は，すべて本学部学生の泌総洋介

役が担当した。記して感謝の訟を表わしたい)
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非 学

20 日 21 臼
96 分 .'16 分

14.5 78.7 16.0 77.3 

3.5 17.5 3.5 31.8 

3.1 24.7 5.1 26.3 

1.0 5.9 1.2 0.9 

12.7 180.0 36.5 147.8 

… 0.8 0.2 

1.2 14.6 3.0 12.6 

5.7 13.5 2.7 8.6 

14.0 5.8 1.2 17.8 

4.8 98.8 14.4 68.5 

0.5 15.4 3.1 19.3 

14.4 2.9 5.9 

… … 
3.9 6.2 

4.6 11.6 2.4 31.1 

21.2 31.1 6.3 18.1 

9.4 8.9 1.8 16.7 

491.8 100.0 484.5 

卒 'I:i 

22 日
，<;話 分 P桓

15.9 73.5 14.6 

6.6 24.2 4.8 

5.4 28.8 5.7 

0.2 3.1 0.6 

30.1 127.5 25.4 

一
2.6 21.6 4.3 

1.8 14.6 2‘9 

3.7 21. 4 4.3 

14.1 56.1 11.1 

4.0 14.8 3.0 

1.2 6.2 1.2 

1.3 9.3 1.8 

6.4 54.7 9.4 

3.7 27.0 5.4 

5‘4 21.自 4.4 

1日日‘日


